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国語科の研究の概要

従前の学習指導要領では 「Ａ表現 「Ｂ理解」及び〔言語事項〕の２領域１事項で内容を構成、 」、

していたが、新学習指導要領では 「Ａ話すこと・聞くこと 「Ｂ書くこと 「Ｃ読むこと」及び、 」、 」、

〔言語事項〕の３領域１事項に構成が改められた。また、各科目及び領域ごとに言語活動例が示さ

れ、言語の教育としての国語科の立場を一層重視した内容になっている。

本研究は「古典」と「古典講読」での実践である。いずれも従前の学習指導要領下での学年を対

象とした実践であるが、新学習指導要領の趣旨を踏まえた指導を展開した。新学習指導要領による

と、前者は「系統的」な教材、後者は「まとまりのある」教材を扱うという点で若干の違いはある

が、いずれも「Ｃ読むこと」を重点的に扱う科目であり 「各領域の言語活動を通して 「古典に、 」、

」 、 。 「 」親しむ態度を育成する という点で 共通の目標を持っている 新学習指導要領の 内容の取扱い

にも 「話すこと・聞くこと及び書くことの言語活動を効果的に取り入れるようにする」とある。、

これを受けて、各事例においては、古典に親しむ態度を育成するために言語活動を取り入れて、指

導と評価の工夫に取り組んだ。

また、本研究では、国立教育政策研究所教育課程研究センターから示された、観点別学習状況の

評価の観点である、国語科の５観点（ 関心・意欲・態度 「話す・聞く能力 「書く能力 「読「 」、 」、 」、

む能力 「知識・理解 ）を参考にして、内容のまとまりごとの評価規準を設定し、目標に準拠し」、 」

た評価（いわゆる絶対評価）の実践を試みた。指導事例は「古典 「古典講読」に関する実践であ」

るので 「関心・意欲・態度 「読む能力 「知識・理解」の３観点を取り上げた。言語活動とし、 」、 」、

て取り上げた 話すこと・聞くこと 書くこと に関しては 国語総合 国語表現Ⅰ 国、「 」、「 」 、「 」、「 」、「

語表現Ⅱ 「現代文」の領域において、独立した単元教材で重点的に指導してその能力を育てる」、

ものであるとの立場に立って、ここでは評価の対象としていない。

各事例で扱った単元は次のとおりである。

指導事例１ 春日野の姉妹（伊勢物語）

指導事例２ 宮に初めて参りたるころ（枕草子）

指導事例３ 古典の世界について調べて発表しよう
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